
         

７
月
７
日
に
生
ま
れ
て 

          



あ
ら
す
じ 

 

※
視
聴
者
参
加
型
を
志
向
し
た
脚
本
と
な
り
ま
す
。 

※
登
場
人
物
の
？
（?

?

）
は
視
聴
者
を
指
し
ま
す
。 

 7

月7
日
。
階
層
世
界
の
最
深
部
に
住
む
秋
山
（2

5

）

は
、
最
高
層
に
住
む
恋
人
に
今
年
も
会
い
に
ゆ
く
。 

 

こ
の
世
界
に
は
無
数
の
階
層
が
存
在
し
て
お
り
、
階

層
間
を
越
え
る
に
は
、
中
間
層
に
住
む
者
た
ち
の
協

力
が
必
要
だ
っ
た
。 

 

飯
田
（3

8

）
を
は
じ
め
、
中
間
層
の
人
間
た
ち
は
秋

山
の
た
め
に
愛
の
言
葉
を
叫
ぶ
。
愛
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
わ
り
、
秋
山
を
最
高
層
へ
と
近
づ
か
せ
る
の
だ

っ
た
。 

 

多
く
の
者
た
ち
の
協
力
を
得
て
、
秋
山
は
無
事
恋
人

と
の
再
会
を
果
た
し
、
束
の
間
の
逢
瀬
を
楽
し
む
。 

 



秋
山
が
最
深
部
へ
帰
還
す
る
さ
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
。
？
（?

?

）
の
住
む
第4

6

階
層
に
秋
山
の
魂
が

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。 

 
帰
還
で
き
る
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
る
中
、
秋
山
の

魂
を
送
り
返
す
た
め
の
方
法
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
？
が
意
中
の
相
手
に
愛
の
告
白
を
す
る
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。 

 

戸
惑
う
？
だ
っ
た
が
、
秋
山
を
救
う
た
め
、
思
い
を

寄
せ
る
相
手
に

S
N

S

で
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。 

 

？
が
生
ん
だ
愛
の
力
に
よ
っ
て
秋
山
の
魂
は
無
事
に

元
の
世
界
へ
返
っ
て
ゆ
く
が
、
告
白
の
結
果
に
つ
い

て
は
？
の
ほ
か
誰
も
知
る
者
は
な
か
っ
た
。 

     



《
登
場
人
物
》 

 

秋
山
（2

5

） 

最
深
部
の
住
人 

？
（?

?

） 

第4
6

階
層
の
住
人 

 

飯
田
（3

8
） 

第2

階
層
の
住
人 

立
浪
（2

8

） 
第3

階
層
の
住
人 

ゆ
ら
（1

8

） 

第4
階
層
の
住
人 

ペ
ド
ロ
＝
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
（5

0
） 

第

4
5

階
層
の

住
人 

 

そ
の
他 
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○
暗
闇 小

さ
な
穴
が
中
央
に
現
れ

、
光
が
射

し
込
む
。 

穴
、

ゆ
っ
く
り
と
広
が
っ
て
い
く
。 

 
○
秋
山
の

部
屋 

 
 

穴
の

向
こ
う
に

秋
山
（2

5

）
の
顔
。 

穴
、
完
全

に
開

き
き
り
、

画
面
全
体

に
秋
山
の

部
屋
が
映

し
出
さ
れ
る
。 

 

※
以
下
、

全
場
面
に
お
い
て
物
語
は
穴
か
ら

見
た
視

点
で
進
行

す
る
。 

※
穴
は
作
中
に
登
場

す
る
全
て
の
部
屋
に

存
在
し
、

か
つ
、
ど
の
部
屋
に

お
い
て
も

天
井
付
近

の
壁
に
位

置
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

秋
山
、
天
井
付
近
の
穴
を

見
上
げ
な
が
ら
、 

秋
山
「
（
カ
メ
ラ

目
線

で
）
手
短

に
話
す
。
今
、
俺
は

こ
の
穴
を

通
し
て
君

に
話
し
か
け
て
い
る
」 

 
 

秋
山
、
穴
を
指

さ
し
、 

秋
山
「
テ
レ
ビ

の
前

に
座
っ
て
い
る

君
だ

。
君
」 
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と
カ
メ
ラ

目
線

で
ま
じ
ま
じ
見
る
。 

秋
山
「
戸
惑
う
の
は

わ
か
る
が
、
説
明
が
め
ん
ど
く

さ
い
。
要
点
は
二
つ

だ
。
一
つ
。
俺
は
こ
れ

か
ら
恋

人
の
り
な
の
も
と
へ
い
く

。
今
日
は

7

月

7

日
。
遠

距
離
恋
愛

の
俺
た
ち

は
、
織
り

姫
と
彦
星

の
ご
と
く

一
年
に
一
度
、
七
夕

の
日
に
会

お
う
と
、
そ
う
誓
い

を
立
て
て
る
」 

 
 

秋
山
、
穴
へ
向

か
っ
て
し
ゃ
べ
り
続

け
る
。 

秋
山
「
二

つ
。
俺
や

君
の
住
む

こ
の
世
界

に
は
無
数

の
階
層
が

存
在
す
る

。
悲
し
い
こ
と
に
俺

と
り
な
は

住
む
階
層

が
違
う
。

俺
は
最
深
部
。

り
な
は

最
高
層

に
い
る
。
つ
ま
り
、

俺
と
恋
人

の
間
に
は

た
く
さ
ん

の
世
界
が

存
在
し
て
る
っ
て
わ
け
だ

。
い
い
か
。
今

話
し
た
二

つ
の
要
点

を
頭
に
叩

き
込
ん
で

ほ
し
い
」 

秋
山
、
穴
か
ら

背
を
向
け
、
机
へ
歩

き
出
す
。 

机
の

上
に
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
ブ
リ
キ

人
形
が
置

か
れ
て
い
る
。 

 
 

秋
山
、
穴

を
振

り
返
っ
て
、 

秋
山
「
と
は
い
っ
て
も
わ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
、

毎
年
や
っ
て
る

説
明

を
す
る
」 
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秋
山
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
人
形
を
手
に

取
る
と
、

人
形
の
頭

と
胴
体
を

切
り
離
す
。 

半
分

に
割
っ
た

ア
ン
パ
ン
マ
ン

人
形

の
中
に
メ

ロ
ン
パ
ン
ナ
の
人
形

が
入
っ
て
い
る

。 
秋
山
「
（
穴
に
見
て
）
見
え
る
か
？ 

マ
ト
リ
ョ
ー
シ

カ
だ
」 

 
 

秋
山
、
今
度
は
メ
ロ
ン
パ
ン
ナ
を

半
分

に
割
る
。 

メ
ロ
ン
パ
ン
ナ

か
ら
食
パ
ン
マ
ン
が

出
て
く
る
。 

秋
山
、
人
形
を

出
す
作
業

を
繰
り
返

し
、
カ
レ

ー
パ
ン
マ
ン
、
ジ
ャ
ム
お
じ
さ
ん
、
最
後

に
ミ
ニ
チ

ュ
ア
サ
イ
ズ
の
チ
ー
ズ
が
出
て
く
る
。 

秋
山
、
机
の
上

に
そ
れ
ら
の
人
形
を

一
列
に
並

べ
る
。 

秋
山
「
こ
の
世
界
は

こ
の
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

の
よ
う

な
も
の
だ
。
恋
人
の

住
む
最
高
層
は
一
番
外
側
の
ア

ン
パ
ン
マ
ン
。
俺
の
い
る

最
深
部
は
一
番
内
側
の
チ

ー
ズ
。
チ
ー
ズ

が
ア
ン
パ
ン
マ
ン

に
会

う
た
め
に
は
、

ジ
ャ
ム
、

つ
ま
り
、

君
の
住
む

世
界
や
、
さ
ら
に

は

カ
レ
ー
や

食
パ
ン
を

経
由
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

っ

て
こ
と
だ

」 
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秋
山
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

人
形
を
元

に
戻
し
な

が
ら
、 

秋
山
「
説
明
は
以
上

だ
」 

 
 

秋
山
、
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

人
形
を
元

に
戻
す
。 

 
 

秋
山
、
穴

の
下

に
い
く
。 

秋
山
「
（
穴
を
見
上
げ
）
最
後
に

一
つ
。
今

か
ら
俺
は

こ
の
穴
を

通
し
て
君

の
も
と
に
い
く
が
、

俺
が
そ
っ

ち
に
い
っ
た
ら
、
君

に
協
力
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と

が
あ
る
。

頼
ん
だ
ぞ

」 

秋
山
、
目
を
閉

じ
る
。 

秋
山
、
深
く
息

を
吸
い
、 

秋
山
「
（
叫
ぶ
）
り
な
、
愛
し
て
る
！
」 

 

○
飯
田
の

部
屋 

 
 

質
素

な
ワ
ン
ル
ー
ム
。 

飯
田
（3

8

）
、
ぽ
か
ん
と
し
た
顔
で
テ

レ
ビ
の
前

に
座
っ
て
い
る
。 

テ
レ
ビ
画
面
に

は
天
井
付
近
か
ら
見
下
ろ
す
ア

ン
グ
ル
で

秋
山
の
部
屋
が
映
し

出
さ
れ
て
い
る
。 

秋
山

の
部
屋
に

秋
山
の
姿

は
な
い
。 
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秋
山
「
お
い
」 

 
 

飯
田
、
振

り
向

く
。 

 
 

後
ろ
に
、
秋
山

、
立
っ
て
い
る
。 

 

飯
田
、
仰
天

す
る
。 

秋
山
「
い
っ
た
ろ
？ 

今
か
ら
君

の
も
と
に
い
く
と
」 

飯
田
「
え
？
」 

秋
山
「
俺

の
説
明
を

聞
い
て
な
か
っ
た
の
か
？
」 

飯
田
「
え
、
い
や
、

部
屋
に
い
た
ら

急
に

テ
レ
ビ
が

つ
い
て…

」 

秋
山
「
そ
の
テ
レ
ビ

が
俺
と
君

の
階
層
を

繋
ぐ
通
路

の
役
割
を

果
た
し
て
い
る

。
ち
な
み
に
だ
が
、
こ
の

部
屋
も
次

の
階
層
と

繋
が
っ
て
い
る
」 

秋
山
、
天
井
付
近
に
あ
る

穴
を
見
上

げ
、
カ
メ

ラ
目
線
に
な
る
。 

 
 

秋
山
、
穴
を
指

さ
す
。 

秋
山
「
君

に
は
見
え
な
い
が
、

あ
そ
こ
に

穴
、
つ
ま

り
、
通
路

が
あ
る
」 

飯
田
「
え
？
」 

 
 

飯
田

、
秋
山
が

指
し
た
ほ
う
を
見
る
。 

 
 

き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
す
る

飯
田

へ
、 
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秋
山
「
違

う
。
も
う

少
し
右
だ
」 

 
 

飯
田
、
や
っ
と

カ
メ
ラ
目
線
に
な
る
。 

 
 

秋
山
、
困
惑
す
る
飯
田
へ
、 

秋
山
「
予
告
し
た
よ
う
に

君
に

頼
み
が
あ
る
」 

飯
田
「…

？
」 

秋
山
「
俺

は
こ
れ
か
ら
恋
人
に

会
い
に
い
く
。
そ
れ

に
は
い
く
つ
も
の
階
層
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
。

わ

か
る
な
？

」 

飯
田
「…

は
あ
」 

秋
山
「
階
層
を
超
え
る
に

は
愛

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必

要
な
ん
だ
。
さ
っ
き

俺
が
愛
し
て
る
と
叫

ん
だ
の
を

聞
い
た
ろ
う
。
あ
れ

と
同
じ
こ
と
を

君
に
も
や
っ
て

ほ
し
い
」 

飯
田
「
え
？
」 

秋
山
「
次

の
階
層
に
い
く

た
め

に
は
今
い
る

階
層
の

住
人
の
愛

が
不
可
欠

な
ん
だ
」 

飯
田
「…

」 

秋
山
「
愛

の
言
葉
を

叫
ん
で
ほ
し
い
」 

飯
田
「
え
」 

秋
山
「
頼

む
」 
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飯
田
「
え
。
い
え
ば
い
い

ん
で
す
か
？
」 

秋
山

、
目
を
つ
ぶ
る
。 

秋
山
「…

あ
あ
。
頼

む
」 

飯
田
「
え
。
す
、
好

き
で
す
。
え
？

」 

秋
山
、
目

を
開

け
る
。 

秋
山
「…
や
る
気
あ
る
の
か
？

」 

飯
田
「
い
え
、
で
も

、
な
ん
か…

」 

秋
山
「
君

は
独
り
身

か
？
」 

飯
田
「
あ
、
単
身
赴
任
中
で
し
て
、
妻
と
は

離
れ
て

暮
ら
し
て
て…

」 

秋
山
「
奥

さ
ん
を
思

い
浮
か
べ
て
叫
ん
で
く
れ
。

愛

し
て
る
ん
だ
ろ
？
」 

飯
田
「…

ど
う
で
す

か
ね
」 

秋
山
「
愛

し
て
る
は

ず
だ
」 

飯
田
「…

は
い
」 

秋
山
、
目

を
閉

じ
る
。 

秋
山
「…

叫
べ
」 

飯
田
「…

あ
、
愛
し
て
る

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

飯
田
「
あ
、
愛
し
て
る
！
」 
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秋
山
「
も

っ
と
大
き
な
声
で
！

」 

飯
田
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と

！
」 

飯
田
「
愛

し
て
る
！

」 
秋
山
「
も
っ
と
！
」 

 

と
、
隣
室
か
ら
壁
ド
ン
。 

飯
田
「…

」 

秋
山
「
（
目
を
開
け
）
続
け
て
く
れ
」 

飯
田
「
い
や
、
で
も

隣
が…
」 

秋
山
「
待

っ
て
ろ
」 

 
 

秋
山
、
出

て
い
く
。 

 
 

や
や
あ
っ
て
、 

隣
人
の
声
「
（

断
末
魔

）
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ

あ
あ
あ
」 

飯
田
「…

」 

 
 

秋
山
、
戻

っ
て
く
る
。 

秋
山
「
叫

べ
」 

飯
田
「…

あ
、
愛
し
て
る
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

飯
田
「
愛

し
て
る
！

！
」 
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秋
山
「
も
っ
と
！
」 

飯
田
「
愛

し
て
る
！
！
！
」 

秋
山
「
も
っ
と

！
」 

飯
田
「
愛

し
て
る
！
！
！
！
」 

 

○
立
浪
の

部
屋 

 
 

小
汚

い
ワ
ン
ル
ー
ム
。 

立
浪

（2
8

）
、
テ
レ
ビ
の
前

に
座

っ
て
い
る
。 

テ
レ
ビ
画
面
に

飯
田
の
部
屋
が
映
し

出
さ
れ
て

い
る
。 画

面
内
に
飯
田

の
姿
。 

飯
田
「…

き
、
消
え
た
？
！
」 

飯
田
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
部
屋

を
見
渡
し
て
い
る
。 

秋
山
「…

愛
を
叫
ん
で
ほ
し
い

」 

立
浪
、
驚

い
て

振
り
返
る
。 

秋
山

が
立
っ
て
い
る
。 

 
 

立
浪

、
絶
句
す
る
。 

秋
山
「…

ど
う
し
た
？
」 

立
浪
「
え
」 

秋
山
「
一
部
始
終
、

見
て
た
ん
だ
ろ
う
」 
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立
浪
「
（
お
ど
お
ど
と
）

あ
、
は
い
」 

 
 

秋
山
、
テ
レ
ビ

画
面
に
映

る
飯
田
を

指
し
、 

秋
山
「
俺

が
チ
ー
ズ
。
ア
イ
ツ

が
ジ
ャ
ム

で
、
お
前

が
カ
レ
ー

。
そ
う
い
う
こ
と
だ

」 
立
浪
「
あ
、
は
い
」 

秋
山
「
わ
か
っ
た
ら

協
力
し
て
く
れ
」 

立
浪
「
あ
、
は
い
」 

秋
山
「
返
事
は
い
い
。
叫
べ
」 

立
浪
「
あ
、
は
い
。

す
み
ま
せ
ん
」 

秋
山
「
叫

べ
よ
！
」 

立
浪
「
あ
、
す
み
ま
せ
ん
」 

秋
山
「
バ
カ
に
し
て
ん
の
か
？
！
」 

立
浪
「…

」 

 
 

秋
山
、
壁
に
貼
ら
れ
た
ポ
ス
タ
ー

に
目

が
い
く
。 

ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

「
乃
木
坂

3

」

の
ポ
ス
タ

ー
で
、
生
駒
と
白
石

と
西
野
の

ス
リ
ー
シ
ョ
ッ
ト
。 

秋
山
「…

乃
木
坂
、
好
き
な
の
か
？

」 

立
浪
「…

あ
、
は
い

」 

秋
山
「
一

つ
教
え
て
や
る
。
自

分
が
ど
の

階
層
の
人

間
か
は
、

乃
木
坂
の

グ
ル
ー
プ

名
で
わ
か
る

。
こ
こ



- 11 - 

 

は
第

3

階
層
だ
か
ら

乃
木
坂

3

っ
て
わ
け
だ

」 

立
浪
「…

」 

秋
山
「
次

の
第

4

階
層
で
は
メ
ン
バ
ー
が

一
人
増
え

て
乃
木
坂

4

。
ち
な
み
に

俺
の

世
界
で
は

乃
木
坂
の

メ
ン
バ
ー

は
生
駒
ち
ゃ
ん
だ
け
だ
」 

立
浪
「
（
俄

に
興
味
を

も
っ
て
）
え
。
そ
っ
ち
の

世
界
、

ま
い
や
ん

と
な
な
せ
ま
る

い
な
い
ん
す
か
？

」 

秋
山
「
や
っ
と

会
話

に
な
っ
た

」 

立
浪
「…

」 

秋
山
「
叫

べ
」 

立
浪
「…

」 

秋
山
「
乃
木
坂
、
好

き
な
ん
だ
ろ
？

」 

立
浪
「…

は
い
」 

秋
山
「
生
駒
ち
ゃ
ん
へ
の
あ
り
っ
た
け
の
愛

を
叫
べ
」 

立
浪
「
あ
、
自
分
、

ま
い
や
ん
で
す

」 

秋
山
「
誰

で
も
い
い
。
叫
べ
」 

 
 

立
浪
、
大

き
く

息
を
吸
っ
て
、 

立
浪
「
あ
、
あ
、
あ

愛
し
て
る
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

立
浪
「
愛

し
て
る
！

」 
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秋
山
「
も
っ
と

気
持

ち
を
こ
め
て
！

」 

立
浪
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
思

い
を
ぶ
つ
け
ろ
！
」 

立
浪
「
ま
い
や
ん
！ 

愛
し
て
る
！

」 
秋
山
「
も
っ
と

だ
！

」 

立
浪
「
ま

ー
ー
ー
ー
い
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

立
浪
「
む
ぁ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
い

！
」 

 

○
ゆ
ら
の

部
屋 

 
 

ぬ
い
ぐ
る
み
が
た
く
さ
ん

飾
ら
れ
た

室
内
。 

 
 

ゆ
ら
（1

8

）
、
秋
山
の
前
に

呆
然
と
立

っ
て
い
る
。 

秋
山

の
体
、
う
っ
す
ら
透

け
て
い
る
。 

秋
山
「
ど
う
し
た
？ 

一
部
始
終
、
見
て
た
ん
だ
ろ
？
」 

ゆ
ら
「
え
、
い
え…

か
、
体
が…

」 

秋
山
、
透

け
た

自
分
の
体

を
見
て
、 

秋
山
「
（
平
然
と
）
こ
れ
か
。
問
題

な
い
。
階
層
が
遠

の
く
に
つ
れ
こ
う
な
る
。

最
終
的
に
は
魂

だ
け
が
向

こ
う
に
い
く
」 

ゆ
ら
「…

」 
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秋
山
「
君

が
や
る
べ
き
こ
と
は
わ
か
る
な
？

」 

 
 

ゆ
ら
、
息
を
吸

っ
て
、 

ゆ
ら
「
（
が
む
し
ゃ
ら
に
）
あ
、
愛
し
て
る
！ 

愛
し

て
る
！ 

愛
し
」 

秋
山
「
（
遮
る
）
待
て
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！ 

愛
し
て
る
！ 

愛

し
て…

」 

秋
山
「
食

パ
ン
！
（

と
咎
め
る
）
」 

ゆ
ら

、
叫
ぶ
の
を
や
め
る
。 

秋
山
「
俺

に
も
準
備

が
あ
る
」 

 
 

秋
山
、
深
呼
吸

を
す
る
。 

 
 

秋
山
、
目

を
閉

じ
る
。 

秋
山
「…

よ
し
。
叫

べ
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 
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ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！

」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

ゆ
ら
「
愛

し
て
る
！
」 

  
 

以
下

、
カ
ッ
ト
バ
ッ
ク 

 

○
第

5

階
層
の
住
人

の
部
屋 

 
 

若
い

男
と
秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

男
「
愛
し
て
る
！
」 

 

○
第

6

階
層
の
住
人

の
部
屋 

 
 

若
い

女
と
秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

女
「
愛
し
て
る
！
」 

 

○
第

1
0

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

カ
ッ
プ
ル
、
ベ
ロ
ち
ゅ
う
し
て
い
る

。 

 
 

秋
山
、
見
て
い
る
。 

秋
山
「
（
け
し
か
け
る
）
も
っ
と

激
し
く
！

」 
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カ
ッ
プ
ル
、
さ
ら
に

ベ
ロ

ち
ゅ
う
。 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

 

○
第

1
3

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

老
女

と
秋
山
、
立
っ
て
い
る
。 

老
女
「
愛

し
て
る
！

」 

 

○
第

1
7

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

少
年

と
秋
山
、
立
っ
て
い
る
。 

少
年
「
愛

し
て
る
！

」 

 

○
第

2
0

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

中
年
男
と
秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

中
年
男
「

愛
し
て
る

！
」 

 
 

隣
か
ら
壁
ド
ン
。 

  
 

 
×

 
 

 
×

 
 

 
×

 

 

隣
人
の
声
「
（
断
末
魔
）
う
わ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
」 
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○
第

2
3

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

年
増

の
女
と
秋
山
、
立
っ
て
い
る
。 

 
 

秋
山

の
体
、
ま
す
ま
す
透

け
て
き
て
い
る
。 

年
増
の
女

「
愛
し
て
る
！
」 

 

○
第

3
0

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

男
と

秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

男
「
や
り

た
い
！
」 

 

○
第

3
3

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

女
と

秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

女
「
や
り

た
い
！
」 

 

○
第

3
6

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

男
と

秋
山
、
立

っ
て
い
る
。 

男
「
や
り
た
い

！
」 

 

○
第

3
9

階
層

の
住
人
の
部
屋 

 
 

カ
ッ
プ
ル
、
セ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
。 
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秋
山
、
見

て
い
る
。 

  
 

カ
ッ
ト
バ
ッ
ク
、
お
わ
り 

 
○
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の

部
屋 

壁
に

「
乃
木
坂

4
5

」
の
ポ
ス
タ
ー
。 

ペ
ド
ロ
＝
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
（5

0

）
、
秋
山
と
向
き

合
っ
て
い
る
。 

秋
山

の
体
、
消

え
か
け
て
る
。 

マ

ル

テ

ィ

ネ

ス

「
（

流

暢

な

日

本

語

で

）

大

丈

夫

す

か
？ 

ほ
と
ん
ど
消

え
か
け
て
ま
す
け
ど

」 

秋
山
「
次

の
階
層
で

肉
体
は
完
全
に
消
え
る
か
も
し

れ
ん
が
、

問
題
な
い

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
あ
の
、

次
の

階
層
の
通
路

っ
て
、

ど
こ
っ
す
か
？
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
と

室
内
を
見

回
す
。 

 
 

秋
山
、
天
井
付
近
の
穴
を

指
さ
す
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

、
穴
の
近

く
に
向
か
っ
て

忙
し

な
く
目
線

を
動
か
す
。 
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秋
山
「
ち
が
う
。
右

だ…

も
う

少
し
下…

も
っ
と
上

…

そ
こ
だ

」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
よ
う
や
く
カ
メ
ラ

目
線
に
な

る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（
興
奮
し
て
）
こ
の
向
こ
う
に
乃
木

坂

4
6

が
存
在
す
る

世
界
が
あ

っ
て
、
そ
の

住
人
が

俺
を
見
て
る
ん
す
ね
？
」 

秋
山
「
世
間
話

は
お
わ
り
だ
。

叫
べ
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（
威
勢

よ
く
）

愛
し
て
る
！
」 

秋
山
「
も
っ
と

！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
愛

し
て
る
！ 

愛
し
て
る
！ 

愛

し
て
る
！ 

愛
し
て
る
！ 

愛

し
て
る
ー
ー
ー
！
」 

 
 

秋
山
、
室
内
か
ら
消
え
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
き
、
消
え
た
？
！
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
隈
無
く

室
内
を
見
渡

す
。 

 
 

が
、

秋
山
の
姿

は
な
い
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
消

え
た
ぞ
！
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
穴
を
見
上
げ
て
カ
メ
ラ
目
線

に
な
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
い
っ
た
の
か
？
！

」 
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マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「4

6

に
？
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
お
い
！ 

ど
う
な
ん
だ
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
そ
っ
ち
に
い
っ
た
の
か
！
」 

 
 

画
面
、
暗
転
す
る
。 

 

○
暗
転
画
面 

 
 

暗
転
画
面

に
秋
山
の
姿
が

浮
か
び
あ
が
る
。 

秋
山
「…

気
づ
い
て

い
な
い
よ
う
だ
な
」 

 

以
下
、4

6

階
層
の
住
人
で
あ
る

？
（?

?

）
、
つ
ま
り

視
聴
者
と

秋
山
の
や
り
と
り
を

想
定
し
た

形
で
シ
ー

ン
が
進
む
。 

 

秋
山
「
俺

の
存
在
を

認
識
さ
せ
る
た
め
に

一
時
的
に

穴
を
閉
じ
た
。

暗
く
な
っ
た
テ
レ
ビ

画
面

を
見
ろ
。

君
の
姿
や

部
屋
の
イ
ン
テ
リ
ア

と
一
緒
に

俺
が
映
り

込
ん
で
い
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
俺
は
今

君
の
部
屋

に
い
る
っ
て
わ
け
だ

」 

 
 

暗
転
画
面

に
映

っ
た
秋
山
、
に
や
り
と

笑
う
。 

秋
山
「
こ
の
階
層
ま
で
く
る
と
、
も
う
画
面
越
し
で
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し
か
俺
を

認
識
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
」 

秋
山
「…

状
況
を
理
解
し
た
な
？
」 

秋
山
「
半
笑
い
は
や
め
て
く
れ
」 

 
 

秋
山
、
目

を
つ
ぶ
る
。 

秋
山
「
さ
あ
。
愛
を

叫
ん
で
く
れ
」 

秋
山
「…
」 

秋
山
「…

」 

秋
山
「…

」 

秋
山
「…

」 

 
 

秋
山
、
目

を
開

け
る
。 

秋
山
「…

協
力
す
る

気
は
あ
る
の
か
？
」 

秋
山
「
君

が
叫
ば
な
い
限
り
、

俺
は
次
の

階
層
に
い

く
こ
と
が
で
き
な
い

。
わ
か
る
な
？

」 

秋
山
「
わ
か
っ
た
ら

協
力
し
て
く
れ
」 

 
 

秋
山
、
目

を
閉

じ
る
。 

秋
山
「…

」 

秋
山
「…

」 

秋
山
「…

」 

秋
山
「…

」 

 
 

秋
山
、
目

を
開

け
る
。 
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秋
山
「
な
ん
で

叫
ば
な
い
？
」 

秋
山
「
半
笑
い
は
や
め
ろ
」 

秋
山
「
壁

ド
ン
を
お
そ
れ

て
る
の
な
ら
問
題

な
い
。

も
う
殺
し

た
」 

秋
山
、
目

を
閉

じ
る
。 

秋
山
「
よ
し
。

叫
べ
」 

秋
山
「…

も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
「
も
っ
と
！
」 

 
 

秋
山
、
暗
転
画
面
か
ら
消

え
る
。 

 
 

暗
転
画
面
、
終

わ
る
。 

画
面

に
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の

部
屋
が
映

し
出
さ
れ

る
。 

 

○
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の

部
屋 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
落
ち
着

き
な
く
室
内
を
う
ろ
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つ
い
て
い
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
あ
れ
か
ら
二
時
間

経
っ
た

！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
今

ど
ん
な
状
況
だ
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

「
ど
こ
ま
で
進

ん
だ
？
！ 

恋
人
と

会
え
た
の
か
？
！ 

あ
ー
ど
う
な
ん
だ
よ
！

」 

秋
山
の
声

「…

俺
だ
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
は
っ
と
す
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
声

が
！
」 

秋
山
の
声

「
今
、
俺

は
最
高
層

か
ら
君
た
ち

み
ん
な

に
向
け
て

声
を
届
け
て
い
る
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
お
お
！
」 

秋
山
の
声

「
君
た
ち
の
協
力
の
お
か
げ
で

今
年
も
無

事
恋
人
と

会
え
た
。

デ
ー
ト
も

楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ

た
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
君
た
ち

の
世
界
に

俺
と
恋
人

が
奏
で
た

ミ
ル
キ
ー
レ
イ
ン
が

降
る
だ
ろ
う
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
窓
際
に
い
く
。 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
小
窓
を

開
け
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
降

っ
て
る
ぞ
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
窓
の
外

に
手
を
伸

ば
す
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

の
手
の
ひ
ら
に

ミ
ル
キ
ー
レ
イ
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ン
。 

と
ろ
ろ
み
た
い
に
白
く
ね
っ
と
り
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

、
手
に
つ
い
た

ミ
ル
キ
ー
レ
イ

ン
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で

拭
き
取
る
。 

秋
山
の
声
「
俺
は
今

か
ら
元
の

世
界
に
戻

る
。
戻
る

と
き
は
簡
単
だ
。
み
ん
な

の
手

を
煩
わ
せ
る
こ
と
な

く
、
一
瞬

で
済
む
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
そ
り
ゃ
よ
か
っ
た
！
」 

秋
山
の
声
「
み
ん
な
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
。
ま
た

来
年
の
七
夕
、
君
た
ち
に

協
力

し
て
も
ら
う
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
と
き
は
頼
ん
だ

ぞ
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
任

せ
ろ
！
」 

秋
山
の
声
「
で
は
、
さ
ら
ば
だ

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
お
う
！
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
机
に
座

る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「…

今
日
は
実

に
不
思
議

な
一
日
だ

っ
た
。
よ
し
。

明
日

の
仕
事
の

支
度
で
も
す
る
か
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
イ
ヤ
ー

の

ス
イ
ッ
チ

を
入
れ
る
。 

 
 

T
M

 N
E

T
W

O
R

K

の
曲
が
流

れ
る
。 
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マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
書
類
の

整
理
を
し

出
す
。 

秋
山
の
声

「…

う
、

う
、
う
わ
あ
あ
あ
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
な
ん
だ
？
！
」 

 

 
 

と
音
楽
を
と
め
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

「
お
い
！ 

ど
う
し
た
！

」 

秋
山
の
声
「…

不
測

の
事
態
だ
。
元
の
世
界

へ
帰
還

す
る
さ
い
、
魂
の
一
部
が
ど
こ
か
の

階
層

で
詰
ま
っ

た
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
詰

ま
っ
た
？
！
」 

秋
山
の
声
「
み
ん
な
、
よ
く
聞

い
て
く
れ

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
み
ん
な
、
聞

け
！
」 

秋
山
の
声
「
今
か
ら

一
時
的
に

穴
を
閉
じ
る
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
穴

を
閉
じ
る
ぞ
！
」 

秋
山
の
声
「
そ
の
時
、
テ
レ
ビ

画
面
に
俺

の
姿
が
映

り
込
ん
で
い
れ
ば
、

そ
の
階
層

に
俺
の
魂

が
取
り
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
」 

 
 

画
面
、
暗
転
す
る
。 

 

○
暗
転
画
面 

秋
山

の
ぐ
っ
た
り
し
た
顔

が
映
り
込

ん
で
い
る
。 
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や
や
あ
っ
て
、

暗
転
画
面
、
終

わ
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

の
部
屋
が

映
し
出
さ
れ
る
。 

 

○
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の

部
屋 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
テ
レ
ビ

画
面
に
顔

を
近
づ
け

て
い
る
。 

秋
山
の
声
「…
ど
こ
か
の

階
層

で…

俺
の

姿
が
映
り

込
ん
で
い

た
は
ず
だ…
俺
を
見

た
人
は…

返
事
を
く

れ…

テ
レ
ビ
に
向
か
っ
て

大
声

を
あ
げ
て

く
れ…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（
テ
レ
ビ

へ
大
声
で
）
俺

の
と
こ
ろ

は
映
っ
て

な
か
っ
た

ぞ
！
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス

、
落
ち
着

き
な
く
部
屋
を
う
ろ

つ
き
回
る
。 

秋
山
の
声
「…

ダ
メ
だ…

見
た
と
い
う

返
事

が
な
い
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
何

だ
っ
て
？
！
」 

秋
山
の
声
「
も
う
一
度
穴

を
閉

じ
る…

ど
こ
か
の

階

層
の
テ
レ
ビ
に
必
ず

俺
の
姿
が

映
り
込
ん
で
い
る
は

ず
だ…

頼

む…

俺
の

姿
を
見
た

人…

返
事

を
し
て
く

れ…

魂
が

ど
ん
ど
ん

弱
っ
て
い
く
」 
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○
暗
転
画
面 

秋
山

の
ぐ
っ
た
り
し
た
顔

。 

 

○
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の

部
屋 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
テ
レ
ビ

画
面
を
見

な
が
ら
、 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
や
っ
ぱ
り
俺

の
と
こ
ろ
に
は
い
な

い
ぞ
！
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
部
屋
を
う
ろ
つ
く
。 

秋
山
の
声
「…

見
た
と…

返
事

が
あ
っ
た

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
お
お
！
」 

秋
山
の
声
「
俺
の
魂

が
詰
ま
っ

て
し
ま
っ
た

の
は…

4
6

階
層
だ…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「4

6

？
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
壁
に
貼
ら
れ
た
「
乃
木
坂

4
5

」

の
ポ
ス
タ
ー
を
見
る

。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
穴
を
見
上
げ
、 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
お

前
か
！
」 

と
カ
メ
ラ

目
線

で
キ
レ
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
な
ん
で
も
っ
と
早
く
い
わ
な
か
っ

た
！
」 
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秋
山
の
声
「…

4
6
…

愛
の
言
葉

を
叫
ん
で
く
れ…

そ

う
す
れ
ば…

帰
れ
る
か
も
し
れ
ん…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
叫

べ
！
」 

秋
山
の
声
「…

も
っ
と
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
の
声
「…

も
っ
と
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
も
っ
と
！
」 

秋
山
の
声
「…

ダ
メ

だ…
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

弱
い…

」 

マ

ル

テ

ィ

ネ

ス

「4
6

！ 
ち

ゃ

ん

と

叫

ん

で

ん

の

か
！
」 

秋
山
の
声
「…

ま
だ

一
つ
だ
け

方
法
が
あ
る

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
な
ん
だ
？
！

」 

秋
山
の
声
「4

6

が
思
い
を
寄
せ

て
い
る
相
手
に…
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
相
手
に
！
」 

秋
山
の
声
「
好
き
だ

と…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
好

き
だ
と
！
」 

秋
山
の
声
「
伝
え
る…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
伝

え
ろ
！
」 

秋
山
の
声

「
そ
う
す
れ
ば…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
早

く
伝
え
ろ
よ
！
」 
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秋
山
の
声
「4

5
…

」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「4

5

！
」 

秋
山
の
声
「
黙
れ
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
黙

れ
！ 

あ
、
俺
か
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
指
で
し
っ
ー

と
す
る

。 

秋
山
の
声
「…

い
る
ん
だ
ろ
？ 

愛
す
る

者
が
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（

口
ぱ
く
で
）

い
る
ん
だ
ろ
？
」 

秋
山
の
声
「

電
話
で
も…

L
IN

E

で
も…

何

で
も
い

い…

伝
え
ろ…

愛
の

言
葉
を…
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（

口
ぱ
く
）
伝

え
ろ
」 

秋
山
の
声
「…

俺
の

魂
は
こ
れ

以
上
も
た
な
い…

頼

む…

今
す
ぐ…

告
白

し
て
く
れ…

相
手
に

不
審
が
ら

れ
た
ら…

俺
の
せ
い
に
し
て
い
い
」 

秋
山
の
声
「…

」 

秋
山
の
声
「…

」 

秋
山
の
声
「…

」 

秋
山
の
声
「4

6

が
覚
悟

を
決
め
て
く
れ
た
よ
う
だ
」 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
よ
っ
し
ゃ

。B
G

M

を
流
し
て
や
る
。

好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
告
れ
（

と
張
り
切

る
）
」 

 
 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
、
オ
ー
デ
ィ
オ
プ
レ
イ
ヤ
ー

を
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再
生
す
る
。 

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

T
M

 N
E

T
W

O
R

K

の
「G

e
t 

W
ild

」
の
イ
ン
ト
ロ
が
流
れ
る
。 

 
 

イ
ン
ト
ロ

の
盛

り
上
が
り
が
ピ
ー
ク

に
達
し
た

瞬
間
、
マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
の
部
屋

が
光
で
包

ま
れ
る
。 

マ
ル
テ
ィ
ネ
ス
「
（

眩
し
さ
）
う
っ
！
」 

 
 

光
、

テ
レ
ビ
画
面
へ
吸
い

込
ま
れ
て
ゆ
く
。 

 

○
ゆ
ら
の

部
屋 

 
 

光
が

室
内
を
包

み
込
む
。 

 
 

ゆ
ら
、
眩
し
さ
で
顔
を
し
か
め
る
。 

 
 

光
、

テ
レ
ビ
画
面
へ
と
吸

い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。 

 

○
立
浪
の

部
屋 

光
が

室
内
を
包

み
込
む
。 

 
 

立
浪
、
眩

し
さ
で
顔
を
し
か
め
る
。 

 
 

光
、

テ
レ
ビ
画
面
へ
と
吸

い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。 

 

○
飯
田
の

部
屋 

 

光
が
室
内
を
包
み
込
む
。 
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飯
田
、
眩

し
さ
で
顔
を
し
か
め
る
。 

 
 

光
、

テ
レ
ビ
画
面
へ
と
吸

い
込
ま
れ
て
ゆ
く
。 

 

○
秋
山
の

部
屋 

秋
山
、
倒

れ
て
い
る
。 

室
内

を
光
が
包

み
込
む
。 

光
、

秋
山
の
体

に
入
り
込

む
。 

 
 

秋
山

、
起
き
あ
が
る
。 

秋
山
、
自
分
の

体
を
確
か
め
る
。 

秋
山
、
ほ
っ
と

一
息
つ
く
。 

秋
山
「…

4
6

。
君
の
お
か
け
で

助
か
っ
た

」 

 
 

秋
山
、
穴
を
見
上
げ
る
。 

秋
山
「4

6

。
ま
た
来
年

の
七
夕
で
会
お
う
。
そ
の

時

は
、
君
の

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
の

結
末
を
聞

か
せ
て
く

れ
」 

 
 

穴
、

ゆ
っ
く
り
と
し
ぼ
ん
で
ゆ
く
。 

 

（
お
わ
り
） 
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